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〈概要〉　デジタル ア
ー

カイブ の 開発は，各分野 で進め られ てお り，そ の 有効な利用が課題 にな

・
っ て きた。

　そ こ で ，デ ジタル ア
ー

カイブ の 利用 を支援す るため の 手法 に つ い て，岐阜女子大学のデジタル

ア ー
カイ ブ研 究にお ける，こ れ まで の 多様な実践例か らそ の 方向性 を検討 し ， 報 告す る。
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ド〉　文化情報，デジ タ ル ア ーカ イ ブ，資料活用，イ ン タ
ー

フ ェ
ー ス

1 、は じめ に

　デ ジタル ア
ー

カイブ は，ある
・
っ の モ ノか ら

地域全体 ， あるい は人 の 話 し言葉などに い た る

まで ，さま ざまな対象物に対 して 有効で あ り，

多 くの デジタル コ ン テ ン ツ が開発され，WEBサ
イ ト上 で い つ で も ど こ で も利用す る こ とが で

きるもの も多い 。

　開発 され たデジタル コ ン テ ン ツ は，よ り多く

の 人 々 に利用 され る べ き で あ り，そ の た めに，
こ れ まで の 岐阜女子 大学のデ ジ タ ル ア ーカ イ

ブ研究か ら，以下 の 観点に つ い て，そ の 実践例

を報告する。

  　利用者は どの よ うな情報 を希望す るか

  利用 を支援す るデジタル コ ン テ ン ツ の 構

　成の検討

  　利 用 を支援するイ ン ターフ ェ
ー

ス の 検討

（複数メ デ ィ ア の 連携）

　なお，デジタル ア ーカ イ ブ の 各資料情報に っ

い て は， 『デ ジタル ア
ー

カイブ入門』 （後藤編

（2013））で提示 され て い るデジタル ア ーカイ

ブ の 新 しい プ ロ セ ス で ある以下 の 4つ の メ デ ィ

ァ 環境を基盤と して い る 。

［4つ の メ デ ィ ア環境］

  実物 ・体験

  印刷 メ デ ィ ア

　印刷され た もの な ど紙媒体の メ デ ィ ア

  通信メ デ ィ ア

　WEB 情報 と して 収集可能な メ デ ィ ア

  デ ジ タル メデ ィ ア

　 マ ル チ メディ ア 機能をもっ メデ ィ ア

2 ．利用者の 希望調査

　デジ タル ア ー
カイブ の 利用を支援する た め

に は，利用者がデ ジタル ア ーカイブ に対 して ，

どの よ うな希 望 を持 っ て い る の か を把握す る

必 要 があ る 。

　た とえば，ア ン ケ
ー

トに よ っ て，4つ の メデ

ィ ア 環境 に つ い て の 希望調査 を行 っ た と こ ろ，

以 下 の よ うな傾向が み られた 。

医函到 4つ の メ デ ィ ア 環境 の 希望調査

調査 冂 ； 2012 年 5 月 26 日

調査対象 ：小 中高教員 ， 大学生 ・大学院 生 等

調査 人 数 ：79 名

調査場所 ：

岐阜女子 大学文化情報研 究 セ ン タ
ー

同 沖縄サ テ ラ イ ト校

　 本調査 では，4 つ の メ デ ィ ア が どの よ うな利

用 目的に必要 と考える か などの観点で 調査 し

た 。

　 そ の 結果 の
一

部 が 図 1 で あ る。

　4つ の メ デ ィ ア 環境 の 重視す る度合 い は均
一

で はなく，そ れ ぞ れ の 目 的 に お い て ，異な っ た

傾向がみ られ る。

　 「調 べ 学習」 で は ，4っ の メデ ィ ア は い ずれ

も有効 と とらえられ て い るが，「技能を習得さ

せ る 」 で は ，実物 ・体験を とくに有効 と し，そ

れ 以外は大きな差異が み られな い 。

　 こ う した結果 か らは，調 べ 学習な ど調査 あ る

い は研究を 目的 と し た際に求 め るデジ タ ル ア

ー
カ イ ブ の 内容 と，何 らか の 技 能や技術習得の

た め に 求め る もの には違 い があ り，利用 目的に

あわ せ た デジ タ ル ア ーカイブ の 提 供 が必 要 で

ある こ とが窺 える。
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　本調 査は，教育 の 各場 面を対象 とした もの で

あ る が，そ の 他の 場面 に お い て も，同様 の 調査，

検討は必要 とな る。
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図14 つ の メディ ア の利用 目的
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注 1　A 実物 ・体 験，B 印刷 メ デ ィ ア ，　 C 通信 メ デ ィ

　 ア ，D デ ジ タル メ デ ィ ア

注 2 本図 は，佐 藤ほか （2012）デジ タル ア
ー

カイ ブの

　 利 用面か ら見た メデ ィア の 特性調査 掲載図を再構

　 成 した もの で あ る

3．コ ン テ ン ツ の構成

　前項で 示 した よ うに，利用者は さま ざまな利

用 目的に よ っ て必要 とするもの が異な る。

　 さま ざま なデ ジ タル ア ーカイ ブ の 利用 を支

援するた め に は，コ ン テ ン ツ の 構 成に つ い て再

検 討 し
， 提 供者 の 思 い を伝 え る構 成 の み で な く ，

利用者の 思い （利用希望）に よ り，自由に選択

で き る構成の 検討が 必 要 となる。

医團 利用者 の 目的 に あわせ た提示

　　　　〜集合保存〜

　モ ノ をデ ジタ ル ア
ー

カ イ ブす る際に は ，以下

の よ うな保存 ・提示方法が考えられ る、

○ 　現状を伝える保存 ・提示
一単体保存

○ 　デー
タごとにカテ ゴ リ化された保存 ・提示

　　
一
集合保存

○ 　プ ロ デ ュ
ー

ス され た保 存 ・提 示

　　
一

構成保存

　 こ れ ま で ，単体保存や提供者 の 思 い を伝える

構成保存によ る保存・提示方法が採 られて きた

が
， さま ざまな利 用 目的に対応す る保存 ・提示

方 法と して ，図2の よ うな集合保存を基礎 と し

た提示 を付加す る こ とに よ り，利 用者がデジタ

ル ア ーカイブ された情報 を自由に 組み合わ せ

て利用 す る こ とが可能 にな る。

　た とえ ば，図 2で は，あ る対象 の デ ジ タ ル ア

ー
カイブ にっ い て，そ の 対象物 の 動画や 静止画 ，

音 声，冊子な どの 文字情報 （PDF） とい っ た資

料デ
ー

タごとに ，個別あ る い は ま とめ て 入 手 で

き るよ うな構 成 で あ り， 入 手後 ， 利 用者 の 目的

に よ り，自由に再構成が可能とな る。　（著作権

な どの 知的財産権の 処 理 は 別途必 要）

4 ．複数メデ ィ ァ の連携

　新 し い デジタル ア
ー

カイ ブの プ ロ セ ス の 基

盤 とする4つ の メ デ ィ ア環境は ，それぞれが独

立 し た重要な情報群であるが ，イ ン タ
ー

フ ェ
ー

ス の 検 討，つ ま り，4つ の 連携あ るい は 2〜3っ

の 連携 も重要 で ある。

図2　集合保存 の 構成例
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　それ ぞれ の メデ ィ ア が連携し，利用者に有効

に 提 示 され る こ とは ，利用 の 支援 に つ な が ると

考え る。

　そ の 例 と して ，沖縄修学旅行 「お う らい 」 に

おけ る印刷 メデ ィ ア とデ ジ タ ル メ デ ィ ア の 連

携に っ い て 示す。

　や すく分か りやす い （略）デジ タ ル ア ー
カイ

　ブ に写真が い くつ か 入 っ て い る の で 必 要に

　応 じて 提示 で きる。

○　 コ ン パ ク トに で きて い て旅行に も持参 で

　きるの で 便利 （略）ス マ ホ を持 っ て い る生徒

　が 多い の で ，2次元 バ ー
コ
ー

ドは利用価値 大。

実 例 沖縄修 学旅行 「お う らい 」

　沖縄 修学旅行 「お う らい 」 は，岐 阜女子大 学

が 所蔵 す る沖縄の 文化遺産 など の デ ジ タ ル ア

ー
カイブを基盤 と して ，修 学旅行生 の 事前事後

学習 などに利用 で きる教材 と し て ，デ ジタル メ

デ ィ ア （WEB コ ン テ ン ツ ） と印刷 メデ ィ ア （冊

子 〉を開発 した もの で あ る。

　現在 ま で に，高校生 らに 15，　OOO冊 を超 える利

用がなされて い る。

　 こ ち らの 開発 は，当初か ら，WEBサイ ト ヒで確

認 で き る デ ジ タ ル コ ン テ ン ツ とA5 版 の 冊子 と

で提供 を行っ て い る 。

　 しか し，必ず しも，そ の 両者が 関連付けて 利

用 され て は い なか っ た 。

　そ こ で，次に，冊子に 二次元 コ ー ドを付 与し，

両者 の 関連 付 けを行 っ た と こ ろ ， 以下 の 通 り，

ア ン ケ
ー

トにお い て ，両者 （とくに デ ジ タ ル メ

デ ィ ア （WEB コ ン テ ン ツ ））が利用 され て い る

様がみ られ た 。

デジ タル メデ ィ ア と印刷 メデ ィ ア の

独立提示 と関連提示 に よ る 各ア ン ケ
ー

ト内容

（抜粋 ）

独 立 提 示 （当初 の ア ン ケ
ー

ト）

O 　 A5 サイ ズ で 持 ち歩 きや す く， 旅 行 先 で 利

　用 しやすか っ た。

O 　沖縄 に っ い て 知 り た い 内 容 が 生 徒 目線 で

　 コ ン パ ク トに ま とめ られ て お り
，
生 徒た ち の

　反応が よ か っ た。

O 　生活文化の 衣 ， 料理 ， 菓子 ， 住 ま い や特 に

　 レ シ ピ の ペ ージ で は 般 の ガイ ドブ ソ クに

　は記載 され て い な い 内容 で 参考に な っ た。

関連提 示 （二 次元 コ
ー

ド付与後の ア ン ケ
ー

ト）

O 　大 き さ の コ ン パ ク トで 沖縄 の こ とが全体

　的 に 知 る こ とが 出来る内容 だ っ た （略 ）デ ジ

　タ ル ア
ー

カ イ ブ も含め て も っ と事前学習 で

　 うま く使用 して み た か っ た で す 。

0 　小 さく薄い の で持ち運 びに便利。とて も見

5 ．おわりに

　　〜デジタルア
ーカイブ構成の検討へ 〜

　以 E ， デジ タル ア
ー

カイブ の 利用 を支援す る

た め の 手法 に つ い て ，岐阜女 f’大学の 実践例 か

ら ， 課題 を整理 した 。

　デジ タ ル ア ーカイブ の 利用 に は，提供側 の み

で な く，利 用者 との 関係 が重要で ある。

　そ の た め に ，デ ジタ ル ア ーカイブ の 利用 支援

には，以下 の 3つ の 課題 に 対応す る 必 要があ る

と考え る。

  利 用者 の 希望調査 に よ り，利 用 目 的 に あ っ

　た メ デ ィ ア （特性）を把握する こ と 。

  直接的な利用と して ，デジ タ ル コ ン テ ン ツ

　の 構成を検討す る こ と。た と え ば，集合保

　存 ・提 示 の よ うに ，利用者 自身が 目的 に 応 じ

　 た 自由な利用 の 配慮をす る こ と。

  　間接的な利用と して ，複数メ デ ィ ア の 連携

　を検討す る こ と。た と え ば，デ ジ タ ル コ ン テ

　 ン ツ の み で な く，印刷 メ デ ィ ア と の 関連付け

　に よ り，両 者 の 利 用を促 進す る こ と。

　 これ らの 課題 に つ い て ，本稿 で は，い くつ か

の 実践例に つ い て報告 し たが，今回報告 したも

の は あ くま で も
一

例 で あ り，それ ぞれ の デ ジ タ

ル ア ー一カ イ ブ に つ い て ，調査 ・直接的利用 ・間

接的利用 を検討する こ とが 必要で あ る。た とえ

ば，印刷 メ デ ィ ア とデジ タル メデ ィ ア の 連携 と

し て 取り 上げた沖縄修学旅行 「お う らい 」で は，

二 次 元 コ
ー

ドに よ る両者 の 連携を試 行 し て い

る が，印刷メ デ ィ ア とデジ タル メデ ィ ア の 連携

と し て ，別 の 手法 の 検討も必要 で あ り，今後 の

課題 で ある。

　 さらに，こ う し た利用者の利用 目的に配慮 し

たデ ジタル ア
ー

カイ ブ の 総合的な構 成を考 え

るためには，各利用分野 （主に資料を所蔵 し て

い る施 設な ど）を対象 に，デジ タル アーカ イ ブ

の それ ぞれ の プ ロ セ ス に お い て，どの よ うな課

題 があ り，それ に関連 した研究が必要で あ る か

の整理 が必要になる 。
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　た とえば，各施設で の 資料 の 選 定評 価 ， 保存

の 課題な どを ， デジ タル ア
ー

カイブ研究領域と

して 整理 する こ ともそ の
・
っ であ る。　 （参考

（表）参照〉

　 これに よ り，博物館，図書館，学校，企業，

観光施設な どで はそれ ぞれ特性 が あ り， デ ジタ

ル ア ーカイ ブが どの よ うに進 め られて い るか ，

あるい は進 められ て い な い の か ， また ， どの よ

うな課題が あ る か を知 る こ とに もつ なが る。

　本稿をま とめ る に あた り，岐阜女子大学後藤

忠彦教授か ら，参考 （表）の 提 供お よび ご 指導

を賜 りま した 。 深謝 い た します 。

【参考文献】
○ 後藤忠彦編 （2013），デジタ ル ア ーカ イブ

　 入 門，日本ア
ー

カイブ協会

○ 佐 藤正 明 ・谷里佐 ・加 治工 尚子 ・櫟彩見

　　 （2012），デジタル ア
ー

カイブ の 利 用面か

　　ら見た メ デ ィ ア の特性調査 〜実物 ・活動，

　 印刷 メディ ア，通信メディ ア，デジタル メ

　 デ ィ ア 構成〜
， デジタ ル ア ーカ イブ研究誌

　 1 （1），デジタル ア ー
カイブ研 究会

0 加藤真 由美 ・長尾順子 ・加 治工 尚子 ・林知

　 代 ・
田中恵梨 （2012），二 次元 コ

ー
ドで 調

　 べ る沖縄 修学 旅行 お うらい の デ ジ タル ア

　
ー

カイブ の構成〜高校生 の 事前，旅行事後

　 で 利用〜
， 日本教育情報学会第28回年会論

　 文集

参 考 （表）　 各施設 （分野）とデ ジタル ア
ー
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